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学位論文審査結果報告書
平成 30 年 2 月 23 日 
大学院医学研究科長 様
下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。
【審査結果要旨】
氏名  中村 淳（内視鏡診療部）
学位論文題名 Feasibility of short-period, high-dose intravenous methylprednisolone
for  preventing  stricture  after  endoscopic  submucosal  dissection  for
esophageal cancer: a preliminary study. 
本論文の内容は、早期食道癌に対する ESD 後の狭窄を予防する目的で、ステロイドパルス
療法の治療介入を評価した前向き臨床試験（Phase I/II）であり、臨床治療に直結した貴重
な成果と言える。狭窄が高リスクの 11 症例 13 病変で、狭窄率が 54.5％であり、ステロイ
ドパルス療法の狭窄予防効果があったと申請者らは報告している。
審査会の質疑応答において以下の議論がなされた。本臨床試験の Primary Endpoint が治
療効果（狭窄率）であり、狭窄率 54.5％を判断する客観的評価に関する点（症例数の設定、
Historical control のデータがないなど）、また、狭窄群と非狭窄群の比較検討で、ステロイ
ドパルスの予防効果の違いに対する考察の点が議論された。
上記に関し、申請者は適切に応答し、今後の改善点、方向性を把握し、充分な見識を有する
と判断できる。さらに、本論文は雑誌 Gastroenterology Research and Practice において、
すでに当専門分野での Peer review を受け、論文として Accept されている。 
本臨床試験の研究方法とデータ解析は適切であり、学術的意義を有するとともに、一般臨床
に貢献できる内容である。論文内容は、論理的に展開されており、独創性を有し、本学にお
おける医学専攻（博士課程）の学位論文に値すると評価できる。
論文審査委員 主査 消化管外科学講座 河野浩二
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